
ア
メ

リ

カ
文
学

と
神

話
批

評

(
一
)

福

田

立

明

二
十
世
紀
の
神
話

・
原
型
批
評
概
観

神
話
と
い
う
英
語

(̂
.日
賓
けげ
鴇、)
の
語
源
は
ミ

ュ
ト
ス

(爻
ミ
o
ω)
辱

に
あ

る
が
、
こ
の
ギ
リ
シ
ァ
語
の
語
義
は

「
こ
と
ぼ
」
ま
た
は

「話

こ
と
ば
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の

「
こ
と
ば
」

ロ
ゴ

ス

(
淘
ミ
。
ω)
が

「神
」
や

「理
」
と
結
び

つ
い
た
理
念
的
な
言
葉

で
あ
る
の
に
対
し
、
ミ

ュ
ト
ス
は
情
念
や
願
望
に
か
か
わ
る
呪
術

的
な
言
葉
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『詩
学
』
に
よ
れ
ば
、

ミ

ュ
ト
ス
は
ロ
ゴ
ス
を
構
成
す
る
諸
単
位
の
選
択
と
、
あ
り
そ
う

な
再
配
列
を
な
す
こ
と
に
あ
る
。

つ
ま
り

「神
話
」
と
は
、
「も
の

か
た
る
」
こ
と
。

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の

『神
話
作
用
』
(
一
九
五
七

年
)
が
、
伝
達

の
体
系
と
か
意
味
作
用
の
様
式
、
と
呼
ぶ
も
の
で

あ
る

(
=
二
九
頁
)。
眼
前

に
な

い
「行
為
や
出
来
事
を
言
葉
に
よ

る
模
倣
」

(フ
ラ
イ

『同

一
性
の
寓
話
』
=

六
頁
」
で
眼
の
ま
え

に
あ
ら
し
め
る
、
「再
」
現
前
さ
せ
る
の
で
、
物
語
る
言
葉
は
い
く

ぼ
く

か
は
呪
術
性
を
帯
び
る
。

た

と
え
ば
ギ
リ
シ
ァ
語
語
源
の
比
喩
物
語
。
水
辺
に
咲
く
あ
る

花
が

「水
仙
」
と
し
て
あ
る
た
め
に
は
ナ

ル
キ
ッ
ソ
ス
と
い
う
名

の
呪
わ
れ
た
男

の
事
故
死
を
物
語
る
と
い
う
呪
術
的
手
順
を
要
し

た
。
新
大
陸
の
原
住
民
と
、
渡
来
し
た
白

人
植
民
者
と
、
黒
人
奴

隷

の
三
者
の
血
を
受
け
る

「メ
ル
テ
ィ
ン
グ

・
ポ

ッ
ト
」
ア
メ
リ

カ
の
創
造
に
な
る
新
し
い
人
間
像
が
、
世
界
の
人
び
と
に
得
心

の

い
く
よ
う
に
あ
る
た
め
に
は
、
複
数

の

「父
」
の
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
名
を
持

つ
サ
ム

・
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
と
い
う
混
血
者
を
物
語

る
手
続
き
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

二
十
世
紀
は

ロ
マ
ン
主
義
文
学
伝
統
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ

ム

憧
憬
の
記
憶
を
残
し
て
い
た
が
、
サ
ー

・
ジ

ェ
イ
ム
ズ

.
フ
レ
イ

ザ
ー
の
文
化
人
類
学
、
ジ
グ
ム
ン
ト

・
フ

ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学

な
ど
を
契
機
と
し
て
、
神
話
と
神
話
学
の
隆
盛
期
を
迎
え
る
。
文

化
人
類
学
で
は
、

フ
レ
イ
ザ
ー
の
『金
枝

篇
』
(
一
九
〇
七
-

一
五

年
)
は
い
う
に
及
ぼ
ず
、
ジ

ェ
シ
ー

・
L

・
ウ

ェ
ス
ト
ン

『聖
杯

の
探
究
』
(
一
九

一
三
年
)、

ル
シ
ア
ン

・
レ
ヴ
ィ

・
ブ
リ

ュ
ー
ル

や
プ

ロ
ニ
ス
ラ
ウ

・
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
、

そ
れ
に
黒
人
奴
隷
の
出

身
地
の
中
心
を
な
す
ア
フ
リ
カ
研
究

の
成
果
と
し

て
メ

ル
ヴ
ィ

ル
・
J

・
ハ
ー
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ

『ダ
ホ
メ
ー
族

の
説
話
』

(
一
九
五

八
年
)
な
ど
を
経
て
、
ク
ロ
ー
ド

・
レ
ヴ

ィ

・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
未

開
種
族
神
話
研
究
に
基
づ
く
構
造
主
義
人
類
学
が
神
話
や
文
学

の

研
究
に
影
響
を
与
え
た
。
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も
う
ひ
と
つ
の
関
連
学
際
的
分
野
の
精
神
分
析
学
で
は
、
フ
ロ

イ
ト

の
『ト
ー
テ
ム
と
禁
忌
』
(
一
九

一
二
i

=
二
年
)
、
カ
ー
ル
・

G

・
ユ
ン
ク

『変
容

の
象
徴
』

(
一
九

一
二
年
)
、
オ
ッ
ト
ー

・
ラ

ン
ク

『英
雄
誕
生
神
話
』
(
一
九

一
四
年
)
か
ら
ゲ
ザ
・
ロ
ー

ハ
イ

ム

『
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
魔
術
、
聖
な
る
王
』
(
一
九
三
〇
年
)
や

エ
ー

リ

ッ
ヒ
・
ノ
イ
マ
ン

『意
識

の
起
源
史
』

(
一
九
七

一
年
)
な
ど
を

経
て
、
ジ
ャ
ッ
ク

・
ラ
カ
ン
の
構
造
主
義
的
精
神
分
析
学
の
貢
献

が
著

し
い
。
神
話
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
際
的
領
域
と

一
部
重

な
り
合

い
つ
つ
、
今
世
紀
初
期
の
ジ

ェ
イ
ン

・
エ
レ
ン

・
ハ
リ
ス

ン
の
ギ
リ
シ
ァ
神
話
祭
式
起
源
説
、
ギ

ル
バ
ー
ト

・
マ
リ
ー
の
ギ

リ
シ
ァ
叙
事
詩
の
研
究
か
ら
、
ジ

ョ
ゼ

フ

・
キ
ャ
ン
ベ
ル

『千

の

顔
を
持

つ
英
雄
』
(
一
九
四
九
年
)、
カ
ー
ル

・
ケ
レ
ー

ニ
ィ

『ギ

リ
シ
ァ
と
ロ
ー

マ
の
宗
教
』

(日
本
語
訳
書
名

『神
話
と
古
代
宗

教
』
、

一
九
六
二
年
)
、
ミ
ル
チ
ャ

・
エ
リ
ア
ー
デ
の
比
較
宗
教
学

お
よ
び
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
デ

ュ
メ
ジ
ル
の
印
欧
比
較
神
話
学
の
諸
業

績
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
諸
学
説
、
こ
と
に
神
話
学
領
域

で
は

ハ
リ
ス
ン
や

マ

リ
ー

の
影
響
を
受
け
て
書

か
れ
る
こ
と
に
な
る
芸
術
理
論
哲
学

書
、

ス
ザ
ン
ヌ
・
K
・
ラ
ン
ガ
ー
著

『感
情
と
形
式
』

(
一
九
五
三

年
)
の
序
論
的
研
究
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『新
様
式
の
哲
学
』

(
一

九
四
二
年
、
邦
訳
書
名

『
シ
ン
ボ
ル
の
哲
学
』
)
が
、
す
く
な
く
と

も
四
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ
国
内

の
文
学
理
論
家
た
ち
に
与
え
た
影

響
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
あ

と
で
述
べ
る
リ
チ
ャ
ー

ド
・チ

ェ
イ
ス
の
神
話
体
系
研
究
書

『神
話

の
探
究
』

(
一
九
四
九

年
)
の
最
終
章
は

「
よ
り
広

い
観
点
」
と
題
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ラ

ン
ガ
ー
が
神
話
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
哲
学
書

に
な
い
大
き
な
重

要
性
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
チ

ェ

イ
ス
は
、
ラ
ン
ガ
ー
を
含
め
て
象
徴
理
論

(著
者

の
用
語
で
は
意

味
論
)
哲
学
者
た
ち
も
所
詮
、
神
話
を
評
価
す
る
と
は
い
え
、
そ

れ
は
初
歩
的
哲
学
と
し
て
の
神
話
と
い
う
観
点
か
ら
に
し
か
過
ぎ

な
い
と
批
判
し

(一〇
刈
)、
こ
の
脈
絡
で

「神
話
は
夢

に
似
て
い
る

か
も
し
れ
な

い
し
、
ま
た
哲
学
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
は
芸
術
で
あ
る
。」
(一〇
・。
)
と
い
う
重
要
な
提
言
を
お
こ
な
う
。

や
や
極
端
な

い
い
方

に
な
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究

に
お
け

る
神
話
批
評
は
、
チ

ェ
イ
ス
の
こ
の
命
題

に
基
づ
い
て
そ
の
有
効

性
が
保
証
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

ま
た
実
証
性
を
原
理
と
す
る
学
問
分
野

で
も
、
二
十
世
紀
最
大

の
歴
史
書
と
い
わ
れ
る

『歴
史
の
研
究
』

(
一
九
三
四
-
五
四
年
)

に
お
い
て
ア
ー
ノ
ル
ド

・
ジ

ョ
ゼ
フ

・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
創
造
的

な
個
性
の
神
秘
的
法
悦
体
験
と
し
て
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
歴
史

の

起
動
点
と
し
て
重
視
す
る
。
恍
惚
体
験
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
日

常
的
現
実
か
ら
の
離
脱
を
要
す
る
の
で
、
偉
大
な
個
人
の
現
実
か
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ら

エ
ク
ス
タ
シ
ー

へ
の
離
脱
と
、
霊
的
経
験
を
経
る
過
程
と
し
て

の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
か
ら
現
実

へ
の
再
帰
と
い
う
波
動
を
、
文
明
の

盛
衰

の
波
動
的
サ
イ
ク
ル
と
平
行
に
置
い
て
論
考
す
る
。
こ
の
「引

退

と

現
実
復

帰

(.、ぐ
く
帥けげ
住
『①
≦
口
一-
鋤
づ
自
i
菊
Φけ弖
5
P鴇博)」

(ト
イ

ン

ビ
ー
い。腿
。゚
よ
。゚)
と
い
う
学
説
上
の
モ
テ
ィ
ー
フ
も
し
く
は
参
照
枠

に
見
ら
れ
る
波
動
性
自
体
が
宇
宙
の
鼓
動
リ
ズ
ム
と
対
応
し
て
お

り
、
す
で
に
充
分
に
神
話
的
で
あ
る
。

歴
史
の
波
動
学
説
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
十
七
世
紀
初
頭
の

新
大
陸
植
民
さ
え
も
、
ノ
ル
マ
ン
王
朝
以
来
の
封
建
制
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
時
代
と
い
う

「引
退
」
期
か
ら
テ

ユ
ー
ダ
ー
絶
対
制
王
朝
確

立
に
よ
る

「現
実
復
帰
」
の
拡
大

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
散
現
象
の
ひ
と

つ
と
解
釈
さ
れ
え
よ
う
。
歴
史
学
で
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
上

昇
波

で
あ
る

「現
実
復
帰
」
の
意
義

の
ほ
う
が
重
要
視
さ
れ
る
か

ら
、
新
大
陸
を
初
め
海
外
植
民
地

へ
の
進
出
は

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
の

隆
盛

の
ピ
ー
ク
を
記
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
他
方
、
文
学

に
お

い
て
は
、
現
実
世
界
の
事
象
が

(再
)
解
釈
さ
れ
、
内
面
化

さ
れ
る
だ
け
の
時
間
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
神
話
形
成
は
、
現

象
的

経
験
を
そ
れ
を
経
た
個
性
な
り
文
化
全
体
な
り
に
納
得
さ
れ

る
哲
学
的
意
味
づ
け
を
与
え
る
よ
う
な
統
御
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

提
示
し
、
そ
れ
を
通
し
て
結
果
的
に
生

の
高
揚
感
や
こ
こ
ろ
の
癒

し
を
与
え
る
再
体
験
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
期

が

「引
退
」
の
歴
史
波
動
期
に
ず
れ
こ
む

こ
と
が
あ
り
う
る
。
簡

単
に
い
え
ば
、
神
話
形
成
は

「現
実
復
帰
」
中

の
諸
経
験
を
咀
嚼

消
化
し
、
つ
ぎ

の
上
昇
波
動

へ
と
至
る
試
練
を
生
き
延
び
る
べ
く
、

語
る
に
せ
よ
書
く
に
せ
よ
、
共
同
体
も
し

く
は
そ
の
個
人

に
受
け

容
れ
ら
れ
る

「話
」
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
家

が
重
視
す
る

「昼
」

(現
実
)
の
作
業
で
は
な
く
、
夢
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に

「夜
」

(引
退
)
の
作
業

で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
次
章
で

見
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
神
話

へ
の
関
心
が
世
界
大

戦
参
戦
と
勝
利
と

い
う
波
動
の
ピ
ー
ク

か
ら
や
や
時
を
経
て
高

ま

っ
て
い
る
事
実

に
着
目
し
て
お
こ
う
。

た
だ
文
学
研
究
に
お
け
る
神
話
学
的
関

心
は
、
か
な
ら
ず
し
も

総
合
的
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
そ
れ
ら
学
際
流
域

の
成
果
を
踏
ま

え
て
現
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
い
く

つ
か
の
個
々

の
事
例
が
刺
激
に
な

っ
て
、
年
代
的

に
は

か
な
り
平
行
し
た
形
で

そ
の
成
果
を
援
用
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
試

み
ら
れ
て
き
た
よ
う
に

見
え
る
。

神
話
原
型
の
二
十
世
紀
英
米
文
学
に
お
け
る
実
践
的
利
用
は
、

ジ

ェ
イ
ム
ズ
・ジ

ョ
イ
ス
の

『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』

(
一
九
二
二
年
)
が

表
題

の
表
す
よ
う

に
、
放
浪
者

の
家
郷

へ
の
帰
還
と
い
う
神
話
的

主
題
を
小
説
の
基
底

に
据
え
、
ト
ー
マ
ス

.
ス
タ
ー
ン
ズ

.
エ
リ

オ
ッ
ト
の
長
編
詩

『荒
地
』

(
一
九
二
二
年
)
が
上
述

の
ウ

ェ
ス
ト
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ン
の
も
う
ひ
と
つ
の
著
作
『祭
祀
か
ら

ロ
マ
ン
ス
へ
』

(
一
九
二
〇

年
)
を
引
喩
源
と
し
て
持

つ
と
い
う
形
で
始
ま

っ
た
。
も

っ
と
も

古
曲
ハ主
義

か
ら
は
遠
く
離
れ
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
無
定
形
の
モ
ダ

ニ
ズ

ム
文
学
に
、
最
初
か
ら
神
話
原
型
の
は
め
こ
み
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
と
い
え
よ
う
。

こ
の
小
説

の
発
表

の
翌
年

に
エ
リ
オ
ッ
ト
が
も
の
し
た
書
評

「
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
、
秩

序
、
神
話
」
(
一
九
二
一二
年
)
で
は
、
ジ

ョ
イ
ス
の
記
念
碑
的
大
作

が
ギ

ュ
ス
タ
ー
ヴ

・
フ
ロ
ベ
ー
ル
と

ヘ
ン
リ
ー

・
ジ

ェ
イ
ム
ズ
で

終
わ

っ
た
小
説
と
い
う
形
式
を
、
神
話

の
利
用
、

つ
ま
り
現
代
と

古
代
と
の
あ

い
だ
に
ひ
と
つ
の
持
続
的
平
行
を
置
く
こ
と
、
に
よ

り
利

用
可
能
な
方
法

に
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
い
る

(
エ
リ

オ
ッ
ト
らG。ω
)。

そ
れ
に
し
て
も
、
す
ぐ
れ
て
現
実
模
倣
的
な
イ
ギ
リ
ス
小
説
伝

統
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
洞
察
さ
え
も
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
潮
流
の
勢

い
を
借
り
た
ひ
と
つ
の
強
引
な
こ
じ

つ
け
と
見
な
さ
れ
る
恐
れ
は

充
分

に
あ

っ
た
。
六
十
年
代
か
ら
の
回
顧
的
論
評
で
は
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ク

・
カ
ー
モ
ウ
ド
は
小
説
理
論
研
究
書

に
お
い
て
、

モ
ダ

ニ
ス
ト
た
ち
の
神
話

へ
の
傾
倒
を
、
現
実
を
排
除
し
た
救
済

の
虚

構
作

り
の

一
例
で
、
未
来

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
源
泉
を
現
在
で
な
く

過
去
/
伝
統
に
求
め
た
も
の
だ
、
と
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
ジ
ョ

イ
ス
は
ギ
リ
シ
ァ

・
ロ
ー

マ
の
、
ま
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
ア
ボ
リ

ジ

ニ
ー
/
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の

「古
代
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
と
規

範
を
求
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
中
心
か
ら
す
れ
ば
、
周
縁
で
あ

る
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
も
ア
メ
リ
カ
ン
に
も
民
族

の
歴
史
的
連
続
性

の
あ
る
伝
統
は
な
か

っ
た
、
と
は
い
え
る
か
も
し
れ
な

い

(カ
ー

モ
ウ
ド
㊤
G。
肖
漣
)
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
現
代

の
現
実
模
倣
的
な
リ

ア
リ
ズ
ム
小
説
は
、
よ
り
豊
か
な
未
来
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
与
え
る

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
答
は
、
否
で
あ
る
。

も
と
も
と
ロ
マ
ン
ス

(伝
奇
物
語
)
性

の
濃
厚
な
ア
メ
リ
カ
文

学
伝
統
に
お
い
て
は
、
現
実
社
会
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
イ
ギ

リ
ス
と
は
事
情
を
異
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
こ
の
試

み
の
根
拠
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
。

ア
メ
リ
力
文
学
と
神
話

・
原
型
批
評

と
く
に
ア
メ
リ
カ
文
学
の
分
野
で
神
話
批
評

へ
の
関
心
が
二
十

世
紀
の
前
半
期
に
高
ま

っ
た
の
は
、
前
節

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
欧

米
に
お
け
る
神
話

一
般

に
対
す
る
興
味
の
高
ま
り
と
対
応
す
る
の

は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
ア
メ
リ
カ
独
自

の
要
素
も
い
く

つ
か
考

え
ら
れ
る
。
ま
ず
は
歴
史
的
な
要
素
と
し

て
、
十
九
世
紀
末

の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
の
消
滅
が
あ
る
。
内
な
る
辺
境
の
消
滅
は
西
漸
運
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
け
口
を
外

へ
向
け
る
契
機
と
な
り
、
時
あ
た

か
も
対
ス
ペ
イ
ン
戦
争

(
一
八
九
八
年
)

の
勝
利
も
あ

っ
て
、
ナ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
意
識
が
高
揚
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
カ
リ

ブ
海

域
で
の
支
配
権
を
強
化
す
る
と
同
時

に
、
ハ
ワ
イ
、
フ
ィ
リ

ッ

ピ
ン
な
ど
太
平
洋
地
域
に
も
進
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

一
世

紀
前

の
対
英
戦
争

(
一
八

一
ニ
ー

一
四
年
)
勝
利
後

の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ

ム
高
揚
期
を
想
起
さ
せ
る
が
、
当
時
の
国
民
感
情
を
映
し
た

モ
ン

ロ
ー
宣
言

(
一
八
二
三
年
)
に
発
し
、
ジ

ョ
ン
・オ
サ
リ
ヴ
ァ

ン
に
よ

っ
て
表
現
を
与
え
ら
れ
た

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

・
デ
ス
テ
ィ

ニ
ー
」

の
理
念
は
、
百
年
足
ら
ず

の
う
ち
に
そ
の
適
用
範
囲
を
新

大
陸

か
ら
地
球
的
規
模

へ
と
拡
大
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
か

つ
て

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
主
国
列
強

に
対
す
る
防
御
的
方
策

と
し
て
の

新

・
旧
両
大
陸
相
互
不
干
渉
宣
言
で
あ

っ
た
モ
ン
ロ
ー
主
義
は
、

世
界
史
に
お
け
る
合
衆
国

の
存
在
意
義
の
変
化
に
よ

っ
て
矛
盾
を

は
ら
む
も
の
に
な

っ
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
開
戦
時

に
発
せ
ら
れ

た
中
立
宣
言
が
、

一
九

一
七
年
同
じ
ウ
ッ
ド

ロ
ウ

.
ウ
ィ
ル
ス
ン

大
統
領
に
よ

っ
て

「聖
戦
」
参
戦

へ
と
変
え
ら
れ
た
と
き
、
「名
誉

あ
る
孤
立
」
を
求
め
た
モ
ン
ロ
ー
主
義
は
終
焉
を
迎
え
る
。
ア
メ

リ
カ
は
世
界
に
対
し
て
、
お
の
れ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ
を
示
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

十

九
世
紀
の
国
民
感
情
高
揚
期
が
ア
メ
リ
カ
文
学
史
上
最
初
の

ア
メ
リ
カ

ニ
ズ
ム
を
意
識
化
し
た
文
学
潮
流
と
し
て
の

「
ア
メ
リ

カ
ン

・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
招
来
さ
せ
た
よ
う
に
、
二
十
世
紀
の
ぞ

セ
カ
ン
ド

れ
は
や
は
り
文
芸
史
家

に
よ
り

「第
二
の

ル
ネ
サ
ン
ス
」
(
ス
ピ

ラ
ー
H°。
㎝
)
と
名
づ
け
ら
れ
る
文
芸
隆
盛
期

を
も
た
ら
せ
た
。
第

一

の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
代
表
す
る
ホ
ー
ソ
ー

ン
、
メ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ホ

イ
ッ
ト

マ
ン
ら
が
、

い
か
に
ア
メ
リ
カ
の
文
芸
を
世
界
の
人
び
と

に
知
ら
し
め
、
ま
た
第
二
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
や

ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
、
T
・
S

・
エ
リ
オ
ッ
ト
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー

ロ
ス

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
な
ど
の
小
説
家
、
詩
人
が
、
い
か
に
そ
れ

を
世
界
文
学
の

一
線

へ
と
押
し
上
げ
た
か
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
事

実
で
あ
る
。
私
た
ち
の
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
国
籍
離
脱
者
と
な

っ

た
同
世
代
詩
人

エ
リ
オ
ッ
ト
に
対
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州

小
都
市

の
医
師
/
詩
人
と
し
て
使
命
を
ま

っ
と
う
し
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
が
創
作
行
為

に
お
け
る
土
着
性
の
有

為
を
祈
念
す
る
か
の
よ

う

に
編
ん
だ
随
筆
集
『ア
メ
リ
カ
気
質
に
お
い
て
』
(
一
九
二
五
年
)

を
手
に
し
、
冒
頭
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
神
話
を
目
に
す

る
と
き
、
詩
人
の
ア
メ
リ
カ

ニ
ズ
ム

へ
の
愛
着
に
つ
よ
く
触
れ
る

想
い
が
す
る
の
で
あ
る
。

エ
リ
オ
ッ
ト
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

の
二
人

の
詩
人
に
続
き
、
南
部

「
フ
ユ
ジ

テ
ィ
ヴ

・
グ

ル
ー
プ
」

の
詩
人
ジ

ョ
ン

・
ク
ロ
ウ

.
ラ

ン
サ
ム
は
、
彼
の
第

一
詩
集
『神
に
つ
い
て

の
詩
』
(
一
九

一
九
年
)

の
書
名
を
彷
彿
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
宗

教
的
思
索
の
書

『雷
な

き
神
』
(
一
九
三
〇
年
)
を
上
枠
す
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ネ
ウ
マ
(風
/
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息
)

と
し
て
の
聖
霊
を
持

つ
ヘ
ブ
ラ
イ

・
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

「神
」
か
ら
ロ
ゴ
ス

(こ
と
ば
)
と
し
て
の
聖
霊
を
持

つ
オ
ク
シ

デ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

「半
神
」
キ
リ
ス
ト

へ
、
さ
ら

に
は
信
仰
対
象

の
科
学
原
理
に
よ
る
置
き
換
え

へ
と
、
西
欧
精
神
の
荒
廃
の
歴
史

的
由
来
が
た
ど
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
旧
世
界
を
遠
く
離
れ
た
最
果

て
の
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
南
部

の
ア
グ

レ
リ
ア

ニ
ズ
ム

(農
本
主

義
)
社
会

に
西
欧
伝
統
文
化

の
正
当
継
承
権
を
夢
見

て
い
た
学

者
/
詩
人
が
、
神
な
き
荒
地
と
化
し
た
大
戦
後

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
メ
リ
カ
北
部
と
は
別
天
地
に
、
強
大
で
旦
ハ象
的
な

「雷
を
持

つ

神
」

い
ま
し
ま
す
旧
約
的
南
部
世
界
を
祈
念
し
た
奇
書
と
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か

(ラ
ン
サ
ム
、
と
く
に
ω卜。
刈
-N
。。
)。

凄
惨
な
大
戦
の
地
獄
を

「見
」
て
し
ま

っ
た
詩
人
の
想
像
力

に

と

っ
て
、
本
当

に
存
在
す
る
神
と
は
人
を
慰
め
て
く
れ
る
神
で
は

な
く
、
「
恐
ろ
し
い
、
何
を
す
る
か
も
予
知
で
き
ぬ
、
宥
め
難
い
」

存
在

で
あ
り
、
そ
の
御
業
は
し
ぼ
し
ば
人
間
に
受
難
を
も
た
ら
す

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
(㎝
ω
ー罐
)。
こ
の
よ
う
な
神
概
念

に
よ

っ
て
、
本
書
は
前
世
紀
の
な
か
ば
、
『
モ
ォ
ビ
ィ
・デ

ィ
ッ
ク

ー

白
鯨
』
(
一
八
五

一
年
)
執
筆
当
時

の
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ

ル
の
意
識
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
本
と
な

っ
た
。
旧
世
界

の
信

仰
者

の
十
七
世
紀
に
お
け
る
避
難
所

で
あ
り
約
束
の
地
で
あ

っ
た

ア
メ
リ
カ
北
部
、

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
、
科
学
技
術
と
資
本

主
義
工
業
化
と
い
う

「
邪
神
」
崇
拝

に
よ

っ
て
ソ
ド
ム
の
都
と
化

し
、
南
部
農
園
社
会
に
も
産
業
化
の
波
が
迫
り
き
た
と
き
、
そ
の

フ
ユ
ジ
テ
ィ
ヴ

大
波

か
ら
の

「亡
命
者
」
グ
ル
ー
プ
の
師

と
し
て
の
ラ
ン
サ
ム
は
、

い
に
し
え
の
楽
園
追
放
神
話

の
演
出
者
た
る

「怒
れ
る
神
」
の
支

配
す
る
最
後
の

「
エ
デ
ン
の
園
」
を
そ
こ

に
呼
び
戻
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

祈
求
さ
れ
た
の
が
旧
約
的
神
格

で
あ

っ
た
の
は
、
か
な
ら
ず
し

も
農
本
主
義
的
キ
リ
ス
ト
教
信
者

の
信
仰

上
の
限
界
と
ば
か
り
は

い
え
な

い
。
新
大
陸

の
広
大
な
空
間
的
広

が
り
が
渡
来
者
住
民
の

意
識
を
文
明
史
的
に

「未
開
化
」
す
る
例

は
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ェ

ニ
モ
ァ

・
ク
ー
パ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
小
説
は
も
と
よ
り
、
ラ
ル

フ

・
ウ
ォ
ル
ド
ー

・
エ
マ
ス
ン
の

「大
霊
」
の
神
概
念
な
ど
に
も

跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
も
し
も
ラ
ン
サ
ム
が
キ
リ

ス
ト

教
徒
で
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

「原
始

的
」
神
格
を
喚
起
し
よ

う
と
し
た
か
を
想
像
す
る
の
は
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て

「第
二
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
極
点
に
達
す
る

一
九
三

〇
年
代
以
降
、
文
学
理
論
/
批
評
分
野
で
は
、
モ
ウ
ド

・
ボ
ド
キ

ン
『詩
に
お
け
る
原
型
的
パ
タ
ー
ン
』

(
一
九
三
四
年
)
を
は
じ
あ

、

そ
の
後
ケ
ネ
ス

・
バ
ー
ク
、
W

・
H

・
オ

ー
デ

ン
、

ハ
リ
ー

・
レ

ヴ
ィ
ン
、

フ
ィ
リ

ッ
プ

・
ウ
ィ
ー
ル
ラ
イ

ト
、

ス
タ
ン
リ
ー

・
エ

ド
ガ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
、

マ
ー
ク
・
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シ
ョ
ラ
ー
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ

・
フ
ラ
イ
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
色

合

い
に
お
い
て
こ
の
領
域
に
関
わ
る
優
れ
た
論
考
を
著
し
て
き

た
。

こ
の
過
程
で
文
学

に
お
け
る

「神
話
」
は
、
神
々
の
物
語
と

い
う
狭
義

の
定
義
か
ら
、
人
間
の
意
識
下
に
系
統
発
生
的

に
蓄
え

ら
れ

て
き
た
生
得
的
イ
メ
ー
ジ
群
と
し
て
の
原
型

の
発
現
と
し

て
、
あ
る
い
は
「
文
学
形
式
の
構
造
上
の
組
織
原
理
」
(フ
ラ
イ
『批

評
の
解
剖
』
。。
自
)
と
い
う
よ
う
に
意
味
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
。

そ
の
論
考
対
象
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

ロ
マ
ン
ス
性
と
宇
宙
論

的
な
問
題
を
は
ら
む
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ァ
や
ミ
ル
ト
ン
、
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ブ
レ
イ
ク
や
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
テ
イ
ラ
ー

・
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
な

ど
イ
ギ
リ
ス
文
学
、
し
か
も
ジ
ャ
ン
ル
別
で
は
詩
や
詩
劇

の
テ
ク

ス
ト

に
集
中
す
る
感
が
あ

っ
た
。

こ

こ
で
二
十
世
紀
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
文
学
史
観
と
し
て
は
、

十
九
世
紀
後
半
以
降
の
リ
ア
リ
ズ
ム
/
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ズ

ム
の
文
学

伝
統
を
説
明
す
る
の
に
適
し
た
生
物
進
化
論
や
弁
証
法
的
唯
物
論

に
基
づ
き
、
イ
ポ
リ
ト

・
テ
ー
ヌ
の
文
学
史
観
の
も
と
に
書
か
れ

た
ヴ

ァ
ー
ノ
ン

・
L

・
パ
リ
ン
ト
ン
の
大
著

『ア
メ
リ
カ
思
想

の

主
潮
』

(
一
九
二
七
-

三
〇
年
)
の
影
響
力
が
大
き
く
、
ヴ
ィ
ク

タ
ー

・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
ル
ヴ

ァ
ー
ト
ン
や
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
・
ピ
ッ

ク
ス
ら
、

い
わ
ゆ
る

「進
歩
主
義
」
批
評
家
の
論
調
が
三
十
年
代

ま
で
の
主
調
音
で
あ

っ
た
事
実
を
思
い
起
こ
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
そ
の
対
極
に
は

ハ
ー
ヴ

ァ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
い
わ

ゆ
る

「保
守
主
義
」
学
者
/
批
評
家
が
お
り
、
両
者
は
と
も
に
思

潮
的
に
は
ユ
ニ
ヴ

ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
、
そ
し

て
論
調
上
は
決
定
論
的

で
あ

っ
た
。
両
者
の
あ
い
だ
を
縫

っ
て
ア
メ
リ
カ
文
学
テ
ク
ス
ト

を
ア
メ
リ
カ
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
読

も
う
と
す
る
動
き
は
、

第
二
次
大
戦
と
そ
の
後

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
波
動
に
乗

っ
た
ア

メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ

っ
て
本
格
化

し
た
よ
う
に
見
え
る
。

文
学
史
的

に
は
そ
の
時
期
は
文
学
教
育
の
大
衆
化
を
背
景
と
す
る

ニ
ュ
ー

・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
り
合

い
、
そ
の

主
導
者

の
ク
リ
ア
ン
ス

・
ブ

ル
ッ
ク
ス
や
ア
レ
ン

・
テ
イ
ト
な
ど

に
も
神
話
批
評

へ
の
関
心
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
不
思
議

で
は
な

い
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
え
に
見
た
よ
う
に
、
文
化
人
類
学
や

精
神
分
析
学
な
ど
関
連
領
域

の
成
果

に
よ
り
、
文
学
的
デ
ィ
ス

コ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
比
喩
、
象
徴
、
イ
メ
ー
ジ
を
深
層

で
支
え
る

原
型
、
祭
式
、
神
話

へ
の
関
心
が
深
ま

っ
て
い
た
せ
い
も
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
理
論
と

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
い
う
先
端
思
想
を
取
り
入
れ

て
モ
ダ

ニ
ズ
ム
文
学
批
評
を
確
立
し
て
い
た

エ
ド

マ
ン
ド

.
ウ
ィ

ル
ス
ン
ら
の
既
成
批
評
家

に
対
抗
す
べ
く
、
四
十
歳
代
の
ラ
イ
オ

ネ
ル

・
ト
リ
リ
ン
グ
が
、

エ
ゴ
心
理
学
を
核
と
す
る
ポ
ス
ト

・
フ

ロ
イ
ト
主
義
と
偏
り
の
な
い
想
像
力
を
唱
導
す
る

『リ
ベ
ラ
ル

.

イ

マ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ン
』

(
一
九
六
四
年
)
収
載
の
諸
論
考
を
発
表
し
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た
の
は
す
で
に
四
十
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
も
と
に
次
節
で

述

べ
る
リ
チ

ャ
ー
ド

・
チ

ェ
イ
ス
ら
の
ニ
ュ
ー

・
リ

ベ
ラ
リ
ス
ト

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
批
評
家
た
ち
を
輩
出
さ
せ
る
き

っ
か
け

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

こ

の
年
代
に
は
大
戦
と
勝
利
と
い
う
国
民
意
識
高
揚

の
な

か

で
、

ア
メ
リ
カ
文
学
伝
統
を
見
据
え
る
動
き
が

一
気
に
加
速
さ
れ

る
。

『
ア
メ
リ
カ
ン

・
ル
ネ
サ
ン
ス
』

(
一
九
四

一
年
)
を
著
し
た

F

・
0

・
マ
シ
セ
ン
は
、

一
世
紀
前

の
国
民
文
学
興
隆
期
を
ア
メ

ル

ネ

サ

ン

ス

リ
カ
文
化

の

「文
芸
復
興
期
」
と
し
て
論
じ
、
翌
年

『
ア
メ
リ
カ

の
地

に
立
ち
て
』

(
一
九
四
二
年
)
を
発
表
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ケ
イ
ジ
ン
は
、
十
九
世
紀
後
半
に
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
現
代
散
文
文

学
を

リ

ア
リ
ズ

ム
国
民
文
学

伝
統
と
し

て
称
揚

す

る
。

ヘ
ン

リ
ー

・ナ
ッ
シ
ュ
・
ス
ミ
ス
の

『処
女
地
』
(
一
九
五
〇
年
)
と
R
・

W

・
B

・
ル
イ
ス
の

『ア
メ
リ
カ
の
ア
ダ
ム
』

(
一
九
五
五
年
)
に

よ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
土
が

「世
界

の
庭
」
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
人
が

「新
し
い
ア
ダ
ム
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
神
話
的
原
型
を

も

っ
て
表
象
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
十
年
余
り
の
こ
と

に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
と
に
ア
メ
リ
カ
で
も
イ
ギ
リ
ス
古
曲
ハ文
学
に
劣
ら
ぬ
ス
ケ
ー

ル
を
持

つ

『白
鯨
』
の
作
者
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も

な
か
ば
伝
説
的
で
は
あ
る
が
、

レ
イ
モ
ン
ド
・
M
・
ウ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

『
ハ
ー
マ
ン

・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
ー

船
乗
り
に
し
て
神
秘
主
義
者
』

(
一
九

二

一
年

)
出

版

を
契

機

と

し

、

つ
と

に

二
十

年

代

か
ら

「
神

秘

主

義

」

作

家

と

し

て

再

評

価

が

始

ま

っ
て

い
た

か
ら

、

そ

の
研

究

分

野

で

神

話

批

評

の
主

な

数

例

を

挙

げ

る

だ

け

で
も

、

チ

ャ

ー

ル

ス

・
オ

ル

ス

ン

『
イ

シ

ュ
メ

ー

ル

と
呼

ん

で
く

れ
』

(
一
九

四

七

年

)
、

ロ
ウ

ラ

ン

ス

・
ト

ン
プ

ス

ン

『
メ

ル
ヴ

ィ

ル

の
神

々

と

の

口

論

』

(
一
九

五

二
年

)
、

ド

ロ
シ

ー

・
フ

ィ

ン

ク

ル

ス
タ

イ

ン

『
メ

ル
ヴ

ィ

ル

の
オ

リ

エ
ン
ダ

』

(
一
九

六

一
年

)
、

H

・
ブ

ル

ー

ス

・

ウ

エ

イ

ク

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
『神
々
の
跡
/
通
夜
ー

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
神
話
学
』

(
一
九
六
三
年
)
な
ど
の
成
果
が
見
ら
れ

る
。
の
ち
に
は
こ
の
批

評
方
法
論
に
反
発
し
た
か
の
よ
う
に
見
え

る
リ
チ
ャ
ー
ド

・
チ

ェ

イ
ス
も
、
す
ぐ
れ
た
メ
ル
ヴ
ィ
ル
論

(
一
九
四
九
年
)
を
著
す
四

十
年
代
に
は
そ
の
主
要
な
唱
導
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
こ
の
年

に

は
さ
き
に
触
れ
た

『神
話
の
探
求
』
を
上
枠
し
て
、
ア
メ
リ
カ
文

学
界

に
お
け
る
神
話
批
評
の
理
論
的
根
拠

を
与
え
て
い
る
。

ト
リ
リ
ン
グ
に
つ
づ
き
ニ
ュ
ー

・
リ

ベ
ラ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
た

チ

ェ
イ
ス
ら
若

い
同
世
代
の
な
か
で
は
、

レ
ズ
リ
ー
・A
・
ブ
イ
ー

ド
ラ
ー
が

『消
え
ゆ
く
ア
メ
リ
カ
人
』
(
一
九
六
八
年
)
で
深
層
分

析
的
手
法

に
よ
る
文
学
的
文
化
人
類
学

を
目
指
し
、
フ
ィ
リ

ッ

プ
・ヤ
ン
グ
が
神
話
批
評

の
精
華
を
示
す
優
れ
た

「リ
ッ
プ
・ヴ

ァ

ン

・
ウ
ィ
ン
ク
ル
」
論

(
一
九
六
〇
年
)

と
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
の
論
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考

(
一
九
六
二
年
)
を

『三

つ
の
鞄
を
満
た
し
て
』
(
一
九
七
三
年
)

に
、
進
行
中
の

「古
典
ア
メ
リ
カ
神
話
研
究
」
(ヤ
ン
グ
×
<
)
の
二

例
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
批
評
の
流
れ
は
、
ピ

ュ
ー
リ
タ

ン
予
型
論
を
援
用
し
、
ア
メ
リ
カ
の
発
展
を
聖
書
の
予
言
と
世
俗

的
事

件
と
の
弁
証
法

か
ら
な
る
救
済
史
と
し
て
論
考

す
る
サ
ク

ヴ
ァ
ン
・
バ
ー
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の

『ア
メ
リ
カ
の

エ
レ
ミ
ア
の
嘆
き
』

(
一
九
七
八
年
)
や
、
エ
ジ
プ
ト
象
形
文
字
の
解
読
が
ア
メ
リ
カ
・

ル
ネ

サ
ン
ス
期
の
文
学

に
与
え
た
影
響
を
論
じ
る
ジ

ョ
ン

・
T

・

ア
ー
ウ
ィ
ン
の

『
ア
メ
リ
カ
の
秘
密
文
字
ー

ア
メ
リ
カ
ン

・
ル

ネ
サ

ン
ス
に
お
け
る

エ
ジ
プ
ト
象
形
文
字

の
象
徴
』

(
一
九
八
〇

年
)

へ
と

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
八
十
年
代
以
降

の
ニ
ュ
ー

.
ヒ

ス
ト
リ
シ
ズ
ム
の
流
れ

へ
と
流
入
し
て
い
く
と
み
な
す
こ
と
も
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
が
、
ア
メ
リ
カ
自
国

の
文

学
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
た
ん
に
古
代
的
な
、

つ
ま
り
は
異
国

の
神

話
ば
か
り
で
は
な
く

「
ア
メ
リ
カ
の
神
話
」
を
求
め
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
時
代
思
潮
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

い
つ
れ
の
神
話

批
評

の
核
心

に
も
、
文
化
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
の
ア
メ
リ

カ
再

読

の
試

み
が
あ

っ
た
。
そ
う

い
う

意
味

で
、
こ
れ
ら

の

ニ
ュ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
優
れ
た
ア
メ
リ
カ

ニ
ス
ト
で

も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

リ
チ
ャ
ー
ド

・
チ

ェ
イ

ス
ー
1
生
き
残
り

の
た
め
の
神
話

ア
メ
リ
カ
の
文
芸
批
評
家
と
し
て
初
め
て
組
織
だ

っ
た
神
話
の

歴
史
学
的
研
究
成
果
を

『神
話
の
探
求
』

(
一
九
四
九
年
)
で
発
表

し
た
リ
チ
ャ
ー
ド

・
チ

ェ
イ
ス

(
一
九

一
四
-
六
二
年
)
は
、
こ

の
業
績
自
体
で
最
高
の
神
話
批
評
家
の
地
位
を
確
立
し
た
と

い
っ

て
よ
い
が
、
短
命
な
俊
才
の
最
後
の
著
作

『
ア
メ
リ
カ
小
説
と
そ

の
伝
統
』

(
一
九
五
七
年
)
の
巻
末

に
わ
ざ

わ
ざ

「
ロ
マ
ン
ス
、
民

衆
的
想
像
力
、

お
よ
び
神
話
批
評
』
と
題
す
る

「付
記
H
」
を
つ

け
て
ま
で
し
て
、
自
分
は

「神
話
批
評
家
」

(鋤
、、ヨ
く
昏

o導
圃o
、、二

重
引
用
符
著
者
)
で
は
な
い
と
断

っ
て
い
る

(bO
濠
)
。
こ
れ
は
当

時
狭

い
意
味

で
の

「
い
わ
ゆ
る
神
話
批
評
家
」
た
ち
が
、

い
か
に

流
行
の
波

に
乗
り
、
文
学
界
に
影
響
力
を
振
る

っ
て
い
た
か
を
間

接
的
に
う
か
が
う
資
料
に
な
る
。
そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

彼
ら
が
唯

一
信
奉
す
る

「神
の
死
と
再
生
」
と
い
う
単

一
の
神
話

に
基
づ
き
、
多
様
な
文
学
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
ア
メ
リ
カ
的
神
話
原

型
の
形
式
で
あ
る

「無
垢
か
ら
の
堕
落
と
人
生

へ
の
導
入
」
と
い

う
魂

の
軌
跡
に
還
元
し
去
る
こ
と
は
、
神
話
形
成
の
多
元
性
と
、

そ
れ
に
な
に
よ
り
も
自
由
な
想
像
力
の
羽
ぼ
た
き
を
重
要
視
し
た

こ
の
批
評
家
に
は
耐
え
ら
れ
ぬ
こ
と
だ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ア

メ
リ
カ

ニ
ス
ト
の
彼
に
と

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
文
学
と
は
、
同
化
す
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る
こ
と
も
、
両
立
さ
せ
る
こ
と
も
、
ま
た
超
越
す
る
こ
と
も
で
き

な

い
解
決
不
能
の
矛
盾
状
況
に
あ
る
人
間
の
生
を
描
く
も

の
だ

っ

た
の
で
あ
る

(悼
瞳
)。

現
時
点
か
ら
振
り
か
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
あ
ら
ず
も
が
な
の
恨

み
が
な

い
で
も
な
い
。
チ

ェ
イ
ス
が
い
わ
ゆ
る

「神
話
批
評
家
」

で
あ

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、

フ

ラ
ン
ス
で
は

「神
話
は
こ
と
ば
で
あ
り
、
話
す
こ
と
に
属
す
る
も

の
な
ら
す
べ
て
が
神
話
で
あ
り
う
る
」
と
す
る
ロ
ラ
ン

・
バ
ル
ト

の
定
言
が
な
さ
れ
(
一
四
〇
頁
)
、
批
評
用
語
と
し
て
広
く
受
け
容

れ
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
モ
ダ

ニ
ス

ト
に
と

っ
て
、
神
話
と
は
表
現
の
対
象

(内
容
)
に
よ

っ
て
で
は

な
く
、
表
現
の
仕
方

(形
式
)
に
よ

っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
歴
史
家

の
手
に
よ

っ
て
現
実
的
な
も
の
が
こ
と
ば
の
状

態
に
移
し
変
え
ら
れ
(バ
ル
ト

一
四
〇
頁
)、
行
為
が
こ
と
ば
で
模

倣
さ
れ
る

(『同

一
性
の
寓
話
』
七
五
頁
)。
こ
の
と
き
歴
史
家
に

は
そ

の
こ
と
ば
に
対
応
す
る
見
本
が
現
実
の
時
空
領
域
に
必
要
で

あ
る
。
詩
人

・
作
家
も
同
様
な
言
説
行
為
を
行
う
が
、
言
語
的
模

倣
の
た
め
の
現
実
界

の
見
本
を
必
ず
し
も
必
要
と
は
し
な
い
。
外

的
見
本
な
き
表
現
行
為

に
か
か
わ
る
文
学
的
想
像
力
は
、
歴
史
的

記
述
が
要
す
る
見
本
の
代
わ
り
に
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ

・
フ
ラ
イ
の

い
う

イ
メ
ー
ジ
の
パ
タ
ー
ン

(『同

一
性
の
寓
話
』
一
九
頁
)
と
か
、

枠
組

(同
七
四
頁
)
と
い
っ
た
も
の
を
必
要

と
す
る
。
文
学
が
個
々

の
特
殊
な
も
の
を
言
語
模
倣
す
る
歴
史
と
対
照
的
に
、
普
遍
的

で

反
復
的
な
も
の
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
に
、
特
異
な
表
現

の
仕
方
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
言
説
形
式

が
神
話

の
形
式
な
の
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
に
チ

ェ
イ
ス
が
気

づ
か
な
か

っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
彼
が
批
評
家
と
し
て
自
国

の
文
学
に
対
し
始
め
た

三
十
年
代
を
支
配
し
て
い
た
思
潮
が
、
圧
倒
的
に
十
九
世
紀
後
期

か
ら
の
自
然
主
義

・
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
伝
統

で
あ

っ
た
事
実
を
斟

酌
し
た
上
で
、
と
り
わ
け

『ア
メ
リ
カ
小
説
と
そ
の
伝
統
』
と
い

う
よ
う
な
文
学
史
的
記
述
を
含
む
書
物
を
著
す
に
あ
た
り
、
狭
義

の
神
話
批
評
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
よ
く
機
能

し
な
い
作
品
群
が
そ
の

「伝
統
」
の
主
流

に
あ
る
こ
と
を
思

い
知

る
に
至

っ
た
と
し
て
も
、

な
に
も
不
思
議
は
な
い
。
神
話
的
要
素
が
比
較
的
薄
弱
な
当
時
の

文
学
伝
統

の
な
か
で
、
実
は
む
し
ろ
神
話
性
が
濃
厚
な
ロ
マ
ン
ス
、

な
い
し
は
ロ
マ
ン
ス
小
説
が
自
国
文
学
伝
統
の
主
流
に
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
書
を
著
す
こ
と
は
、
「神
話
批
評
家
」
た
る
こ
と
を
否

定
す
る
神
話
批
評
家

に
よ

っ
て
の
み
な

さ
れ
う

る
と

い
う

パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
を
読
み
と
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
認
識
の
上
に
立

っ
て
、
彼
の
詩
人
論

(『
エ
ミ
リ
ィ
・デ
ィ

キ
ン
ス
ン
』

一
九
五

一
年
、
『
ウ
ォ
ル
ト

・
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
再
考
』
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一
九

五
五
年
)
に
先
立
ち
発
表
さ
れ
た

『
ハ
ー
マ
ン

・
メ
ル
ヴ
ィ

ル

批
評
的
研
究
』
(
一
九
四
九
年
)
を
ひ
も
と
く
と
、
す
で
に

「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
二
、
三
十
年
代
の
文
学
批
評
思
潮
の

否
定

に
よ

っ
て
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
気
概
と
、
そ

れ
と
と
も
に
そ
の
微
妙
な
立
場
を
も
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
気
が
す
る
。
そ
の
書
の
目
的
が
ま
ず
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
作
品
を

「不
完
全
な
偉
業
」
と
し
て
示
す
こ
と
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
文

化
上

の
破
滅
に
瀕
し
た
二
十
世
紀

の
暗
黒
の
中
心
に
あ

っ
て
、
三

十
年
代

の
失
敗
と
敗
北
か
ら
自
由
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
あ
た
ら

リ

ベ

ラ

リ

ズ

ム

し

い
自
由
主
義
に
資
す
る
こ
と
が
第

二
の
目
的

で
あ
る
と
宣
言
さ

れ
る

(<
一一)
。

こ
の

ニ
ュ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
た
え
ず
想
像
力
を
駆
使
す

る
批
評
行
為
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
誤
信
を
避
け
得
る
よ
う
な
生
の

ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
示
さ
ね
ぼ
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
古
き
誤
り
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
こ
そ
、
安
易
な
進
歩
思
想
、
「社
会
的
リ
ア
リ

ズ
ム
」

(原
書

二
重
引
用
符
)
や
社
会
参
加
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

観
で
あ
る
。
歴
史
的
現
実
を
単
な
る
経
済
的
、
倫
理
的
価
値

の
問

題
と
す
る
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
観
が
退
け
ら
れ
る

一
方
で
、
願
望
充

足
的

な
美
辞
麗
句

へ
の
耽
溺
が
批
判
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
第

二
次

大
戦
後

の
自
由

(資
本
)
主
義
陣
営
代
表
国
ア
メ
リ
カ
の

「健
全

な
」
保
守
主
義
思
想
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
チ

ェ
イ

ス
は
こ
の
み
つ
か
ら
の

二
十
世
紀
中
葉
の
暗
黒
の
状
況
す
べ
て
を

ち
ょ
う
ど
百
年
前

の
メ

ル
ヴ
ィ
ル
が
直
面
し
た
も
の
と
し
て
移
し
替
え
、
彼
の
作
品
を
い

ま
自
分
た
ち
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
継
続
的
な
想
像
力
に
よ
る
批

評
行
為
の
産
物
と
し
て
読
み
解
こ
う
と
す

る
。

ニ
ュ
i

・
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
が
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
意
志
を
持

つ
の
な
ら
、
そ
れ
は

ま
た

ハ
ー
マ
ン

・
メ
ル
ヴ
ィ
ル
と
折
り
合

い
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う

(<
目
)
。

チ

ェ
イ
ス
の
歴
史
意
識
に
基
づ
く
人
間
観
は
、
西
欧
的
人
間
を

ユ
ダ
ヤ

・
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
と
ギ
リ
シ
ァ
伝
統

の
二
重
の
文
化
伝

統
継
承
者
と
見
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。

メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
創
造
し

た
二
種
類

の
基
本
的
な
ヒ
ー
ロ
ー
像
は
、

し
た
が

っ
て
ひ
と
り
は

イ
シ
ュ
メ
ー
ル
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
り
は
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
で
あ
る

(『メ
ル
ヴ
ィ
ル
』
°。
)。
し
か
し
理
想
的

な
ヒ
ー

ロ
ー
と
は
、
「人

間
解
放
の
た
め
古

い
反
動
的
な
神
々
と
闘

い
、
人
間
に
彼

の
創
造

的
知
性
を
与
え
る
若
き
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
的
革
命
家
」
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
真

の
英
雄
と
は
、
過
ち
を
も
犯
す
人
間

の
道
徳

的
責
任
を
認
め
、
人
間

の
罪
と
高
貴
さ
を
十
分

に
認
め
た
上
で
、

そ
の
父
も
母
も
子
を
も
抱
擁
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
に
よ

っ
て

自
己
を
豊
か
な
知
恵
と
愛
に
お
い
て
形
成

さ
れ
た
文
化
の
象
徴
に

す
る
も
の
で
あ
る

(軽
)
。
真
の
英
雄
像
は
、
し
た
が

っ
て
こ
の
プ
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ロ
メ
テ
ウ
ス
と
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
と
い
う
ふ
た
つ
の
神
話
原
型
像

を
兼
ね
備
え
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
イ
デ

ィ
プ
ー
ス
に

な
る
状
態
に
あ
る
真
の
プ

ロ
テ
ウ
ス
は

「
ハ
ン
サ
ム

・
セ
イ
ラ
ー

(立
派
な
水
夫
)」
と
呼
ば
れ
、
生
の
心
理
的
、
文
化
的
持
続
を
拒

む
者

で
あ
る
偽
り
の
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
と
区
別
さ
れ
る

(ω
ム
)
。

か
く
し
て
チ

ェ
イ
ス
に
よ
る
作
中
人
物

の
最
初

の
神
話
原
型
的

分
類
リ
ス
ト
に
お
い
て

「真

の
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
し
て
求
め
ら
れ
る

の
は
、
生
き
延
び
、
甦
る
こ
と
の
で
き
る

ハ
ン
サ
ム

・
セ
イ
ラ
ー

で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
完
全
に
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
・オ
イ
デ
ィ
プ
ー

ス
的
人
物
類
型
と
し
て
の

ハ
ン
サ
ム

・
セ
イ
ラ
ー
は
、
文
学
テ
ク

ス
ト

に
あ

っ
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『ホ
ワ
イ
ト
・ジ
ャ
ケ
ッ

ト
』

(
一
八
五
〇
年
)
の
ジ
ャ
ッ
ク

・
チ

ェ
イ
ス
や

『白
鯨
』
(
一

九
五

一
年
)

の
バ
ル
キ
ン
ト
ン
と
し
て
脇
役
的
に
登
場
す
る
に
す

ぎ
な

い
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
近
代
懐
疑
主
義
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
チ

ェ

イ
ス
の
ニ
ュ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
神
話
原
型
批
評
が
共
有
す
る

ヴ

ェ
ク
ト
ル
は
、
後
者
の
前
者
に
対
す
る

「不
完
全
な
偉
業
」
と

い
う
評
言
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
意
外

に
小
さ
い
も
の
だ

っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
二
十
世
紀
中
葉
の
合
衆
国

・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

間
核
戦
争
の
脅
威
の
さ
な
か
に
あ

っ
た

ニ
ュ
ー

・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト

の
危
機
感
が

一
世
紀
前
の
メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
直
面
し
た
歴
史
状
況
に

移
し
換
え
ら
れ
る
と
き
、
『白
鯨
』
の
船
長

エ
イ

ハ
ブ
は
、
「生
の

当
然
の
曖
昧
さ
を
棄
て
、
絶
対
的
で
、
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を

求
め
る
あ
ま
り
お
の
れ
ば
か
り
か
仲
間
を
も
究
極
の
破
局

へ
と
巻

き
込
ん
で
し
ま
う
精
神
的
欺
瞞
に
と
り

つ
か
れ
た
」

(。。
)
偽
り
の

プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
と
し
て
断
罪
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
ま

た
、
私
的
な
試
練
を
経
る
た
め
に
お
の
れ
を
社
会
か
ら
断
絶
し
、

神
を
侮
辱
す
る
原
始
的
魔
法
使
い
/
シ

ャ
ー

マ
ン
で
あ
り

(お
)
、

同
時

に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
企
業
家
の
叙

事
詩
的
変
形
で
も
あ
る

(HO
H)
。
メ
ル
ヴ
ィ
ル
が
怖
れ
た
、
無
謀
な
企
て
に
走
り
去
勢
的

な
罰
を
被
る
ア
メ
リ
カ
的
性
格
を
、
チ

ェ
イ
ス
は
二
十
世
紀
の
政

治
的
冷
戦
構
造

に
合
わ
せ
て
読
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。

も
と
よ
り
メ
ル
ヴ
ィ
ル
に
も

っ
と
も
近

い
神
話
的
原
型
は
、
イ

シ

ュ
メ
ー
ル
な
る
文
学
的

ペ
ル
ソ
ナ
に
あ
る
。
チ

ェ
イ
ス
に
よ
れ

ビ
ト

ば

、

他

の
作

中

ヒ

ー

ロ
ー

た

ち

は

み

な

、

た

え

ず

「
ア

メ

リ

カ

人

(
.、諺
b
P
Φ
目
同O
鋤
肄
]≦
鋤
昌
、.)
」
た

る

イ

シ

ュ
メ

ー

ル
が

発

す

る

「
ア

メ

ビ
ト

リ
カ
人
と
は
何
者
な
の
か
、
何

に
な
る

の
か
」
と
い
う
疑
問
に
対

す
る

一
連
の
解
答
と
し
て
読
み
取
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
シ

ュ

メ
ー
ル
は
彼
ら
の
な
か
に
、
お
の
れ
の
父
性
を
、
お
の
れ
と
社
会

と
の
、
さ
ら
に
は

「自
然
」
の
秩
序
と
力

と
の
神
秘
的
繋
が
り
を
、

探
し
求
め
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
が
私
た
ち
に
明
か
す
の
は
、
メ

ル
ヴ
ィ
ル
の
根
元
的
な
関
心
が
哲
学
的
諸

問
題
よ
り
も
、
個
性
と

12



文
化

に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

(卜○
刈
Go)
。
だ
か
ら
こ
そ
、
チ

ェ
イ
ス

と
同
様

に
当
時
の
進
歩
主
義
原
理
に
と
ら
わ
れ
ず
、
テ
ク
ス
ト
/

構
造

分
析
に
当
た
ろ
う
と
す
る
隆
盛
期
の
ニ
ュ
ー

・
ク
リ
テ
ィ
シ

ズ

ム
に
好
意
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、
結
果
的
に
は

ノ
ー
ス

ロ
ッ

プ

・
フ
ラ
イ
な
ど
の
体
系
的
神
話
原
型
批
評
を
通
し
て
こ
の
新
批

評

の
息

の
根
を
止
め
る
こ
と
に
な
る
批
評
方
法
の
側
に
立

っ
た
の

ワ

　

ド

で
あ
る
。
新
批
評
は
私
た
ち
に
「語
/
福
音
」
を
与
え
、
メ
ル
ヴ
ィ

ル
批

評
の

「新
約
聖
書
」
を
形
成
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
と
チ

ェ
イ
ス
は
い
う
。
「私
は
す
べ
て
を
考
慮
し
た
上
で
、

『旧
約
』
の
側
に
残
り
、
人
間
と
芸
術
家
に
、
彼

の
作
品
、
偶
像
、

神
話
、
神
々
、
法
、
歴
史
、
予
言
と

モ
ラ
ル
に
、
関
心
を
抱
く
」

(×
7
×
ε

。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
文
学
神
話
批
評

に
お
け
る
初

期
の
本
格
的
実
践
批
評

の
試
み

の
ひ
と

つ
は
、
危
機

の
時
代

に

あ

っ
て
人
間
存
在
と
そ
の
創
造
行
為

(文
化
)
の
持
続
と
全
体
性

を
希
求
し
て
や
ま
な
か

っ
た
ひ
と
り
の
早
世
し
た
批
評
家
に
よ

っ

て
、
苦
渋

に
満
ち
た
選
択
的
試
行
と
し
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

参
考
引
用
文
献

文
献

の
引
証
は
本
文
中
に
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著
者
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ま
た
は
書
名
略
号
と
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・
日
本
語
訳
書
は
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数
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)
に
よ
り
示
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た
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